平成20年度第四回理事会議事録 
日時：平成20年5月18日（日）10:00～16:30
場所：　夢の島マリーナ　会議室
参加者：占部副会長、周東監事、国見理事長、濱本副理事長、丸田理事、奥村理事、
　　　　濵田理事、丹羽理事、榊原理事、牟田口理事、矢野理事、
欠席：　荒川理事、河内理事、仲野理事

議事に先立ち、議事録作成者を矢野理事、確認者を丸田理事（東日本）、濱田理事（西日本）とし、国見理事長が議長となり審議に入った。
審議事項

議題1　ＯＰ協会主催レース準備状況
(1) 全日本ＯＰ級ヨットオープン選手権
7月25日、26日、27日　和歌山マリーナシティにて開催

ＮＯＲ（案）を検討

コースが、3クラス（ＯＰ級Ａクラス、ＯＰ級Ｂクラス、レーザー４．７クラス）同一マークでは混乱が予想され無理がある、Ｂクラスには長すぎるのでは、との
意見が有り、再度、コースについては中村氏と打ち合わせを実施する

来年度は、日程を調整して、東日本エリアでの開催を予定

　　　(２)全日本ＯＰ級チームレース選手権
　　　　　8月8日、9日、10日　広島市観音マリーナにて開催

　　　　　最大１８チームのエントリーを受け付ける
　　　　　海外からの参加は中国チームのみの参加
　　　(３)東、西日本ＯＰ級選手権大会
　　　　　東　逗子、西　唐津で、8月22日、23日、24日に開催

(４)全日本ＯＰ級選手権大会
　　10月31日、11月1日、2日、3日　愛知県海陽ヨットハーバーにて開催

　　ホストクラブはなごやJYC、愛知県連の協力で実施
　　第40回記念大会としてのイベントを企画（パーティー、式典）
　　会場は隣接するラグーナか蒲郡プリンスを予定、6月中旬頃までに決定する

　　スケジュールは、懇親会11月1日（夜）、総会2日（夜）を予定
議題2  ナショナルチームの承認と海外派遣準備状況
(１)ナショナルチームの監督、コーチ、国代表の承認
1 ＩＯＤＡ世界選手権大会
選手　脇坂尊、若林友世、岡田圭樹、埼玉匠海、射羽京
監督　占部副会長、コーチ　後藤浩紀氏、国代表　射羽（父）　【承認】
ただし、ＩＯＤＡパーティー、アジアミーティングには占部副会長かスケジュールしだいで国代表として浅野会長に出席して頂く
最終選考会でも活躍された大谷氏がＩＯＤＡ世界選手権のジュリーに決定
2 ＩＯＤＡヨーロッパ選手権大会

選手　市川夏未、新谷つむぎ、村田俊彦、山本一徹　【承認】
監督、コーチ、国代表は内定している。確定次第理事会に報告し、承認を
得る

3 ＩＯＤＡアジア選手権大会
選手　山田剛士、石原颯人、土居愛実、中内健太、小泉颯作、
　　　川村岳、吉保優希　【承認】

　　監督、コーチ、国代表は内定している。確定次第理事会に報告し、承認を
得る
日程が全日本選手権大会と重なるため、石原颯人、川村岳、吉保優希3名には

最終選考会出場枠を与える　【決定】
　　
 (2)ＮＴ強化合宿報告
　　　　5月4日、5日、6日　海陽ヨットハーバー（蒲郡）にて実施
　　　　選手、保護者ともチームワークを深める意味でも有意義との意見が多く
　　　　今後も継続していく
　　　　日程が東西ＪＪＹＵのレースと重なったために、理事の応援とコーチング用

　　　　サポートボートが少なく、来年以降、開催日、開催場所等検討していく

議題3  各部会からの報告事項
(1) 事務局
　　　　　　ＯＰ艇、パーツ、ウェアーの取り扱い店舗　5月末にホームページにアップの予定
　　　　　　20年度、ＯＰ協会の選手登録状況は5月17日現在、23クラブ、199名

　　　　　　5月末が締切りなので、未登録クラブは事務局より連絡し、早急に申し込みを依頼する
(2) レース、計測部会

　　　　20年度の全日本大会出場枠付レースに限り、東西枠数のバランスを考慮して
　　　　参加人数、レース数が規定に満たない場合も減枠はしない　【決定】
(3) 普及、育成、広報部会

プールを使用したヨット教室は6箇所を計画しているが、現在、横浜ＪＹＣ、稲毛ＪＳＣ、福山ＪＹＣ、Ｂ＆Ｇ伊丹海洋Ｃ、4クラブからの申し込みが有り

残り2クラブを継続して募集中

以前に参加した子供たちの中で、クラブに入ってヨットを続けている子供は現在のところほとんどいないが、今後も、地道に継続していく

(4) その他

　　　　佐賀県連より佐賀県ヨットハーバーにてＯＰを含めたジュニアの強化に協力したい旨、提案あり
　　　　松山、重両氏をはじめとした優秀な指導者と、風、波など恵まれた環境を考慮して、来年度からＯＰ協会として計画中の最終選考会メンバーの強化合宿（正月合宿）を協会として提案、依頼する　　【決定】

　　　　中国製ＯＰ艇の購入に際しての注意

　　　　昨年のワールドをはじめ、欧米選手間には普及しており、近年、日本にも入荷し始めている

　　　　市場に出回っている艇の中で、クラスルールに適合せず、レースに出場不可の艇も散見される

　　　　クラスルール計測委員会発表の「中国製のＯＰ艇を購入する選手のために」をホームページに掲載する　　【決定】
　　　　来年度の全日本選手権開催地を、次回9月7日の理事会にて決定するため
　　　　各理事は候補地を当たる
　　　　全日本選手権のあり方、デヴィジョン制、選手数等
　　　　全日本選手権検討会が実施したアンケートでも現状維持の意見が多い

　　　　ＯＰ協会としては早急な見直しはせず、今後、不都合が発生次第、順次
検討していく　　【決定】
議題4　ＲＣ／ＰＣの抗議について
　　　　　　3月に和歌山で開催された最終選考会で問題となったＲＲＳ６１．１（ｂ）に関わる帆走指示書の件
　　　　　　現在開催される、ＯＰ協会主催レースの帆走指示書のＲＲＳ６１．１（ｂ）ＲＣ、またはプロテスト委員会による抗議の通知は　[・・・レース後、規則６１．３の抗議締切時間内に、その艇に伝えなくてはならない。]を、[・・・
　　　　　　レース後、規則６１．３の抗議締切時間内に、公式掲示板に掲示しなければならない。]に、変更されている
　　　　　　今後開催するレースにも変更が必要かを討議

1 レース終了後、プロテスト委員、計測委員が該当の艇（本人）を探し伝えるのが、状況によっては困難な場合がある
2 ＳＩの変更がなされた時代と違い、携帯電話などでの呼び出しも可能

3 どうしても艇（本人）が見つからない場合は、公式掲示板に掲載すれば良いのではないか

4 ＳＩに公式掲示板に掲示すると明記しないと、公式掲示板を見ない可能性がある

5 Ｌ旗を揚げホーンを鳴らすので、公式掲示板を見ることは常識ではないか
今後、ＯＰ協会主催レースの帆走指示書のＲＲＳ６１．１（ｂ）は、ＲＲＳ通りに戻し変更はしない、本年度の全日本オープン、チームレース、東西選手権より実施　　【決定】
　　　　　　なるべく艇（本人）に通達するようにするが、不可能な場合は公式掲示板の掲示をもって通達とする　【決定】
　　　　　　帆走指示書に、「艇（本人）に伝えられない場合は、公式掲示板に掲載する」
　　　　　　と明記する　【決定】
　　　　　　この決定は、長年続いたＪＯＤＡの方針変更となるため、誤解、混乱の無いように、ホームページに掲載する
　　　　　　今後、ＪＯＤＡとして標準的な帆走指示書の作成を検討する
次回の理事会は平成20年９月７日の予定
以上
